
すこやかな女性ライフのた茨 ” 
「女l、生の健康
プイブ9シランスを考えよう

女性の生き方が多様化し、活躍する場が増え、ライフスタイルも変化しています。妊娠・

出産年齢の上昇や出産回数の減少、さまざまなストレス、食生活の変化などは、女性の健

康に大きな影響を与えています。

女性がより健康に自分らしく生きるためには、思春期から更年期など生涯の身体の変化

や特徴について、知識をもつことがとても大切です。

-
T『
コ
コ
で
コ
｀
T
『『-
⇒
[
コ
コ
―
2
コ
↓
竺
『
？

r-コ―て
n『
二
'『
『
『
『
-

艶
}

女性の心と身体は女性

ホルモンの影響を受け、

命の誕生と深く関わって

います。身体は2種類の女

性ホルモンの分泌によ

り、周期的に排卵や月経

を起こします。また、年齢によってホル

モン量は変わり、20歳をピークに量が

減ってきます。

男性も加齢に伴い減少は

しますが、女性ほど急激では

なく、少なくなっても生涯分

泌することが特徴です。 ＂ 

・宣ぶ江uo
●子宮内膜を厚くする

●頸管粘液を増やす

●肌を整える

•骨量の保持

を知って

「女性の健康」はホルtンバプンスが大事〇

●動脈硬化を防ぐ

●感情や精神の安定

●記憶などの
脳の働きを保つ

など

•i»'ぷ国D9
●子宮内膜を整える

●妊娠を継続させる

●乳腺の発育を促す

●食欲を増進させる

• い ら いらさせる
など
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・！一長い人生を健康で快適に過ごしたいですね。

年代による身体の特徴や起こりうる症状などを知って健康管理を続けましょう。

10 20 ~, 
思春期 10歳～18歳

平均第 1子出産年齢
(30.1歳／平成23年）

月経前症候群(PMS)、月経困難症、月経不順、無月経

性感染症

婦人科疾患［子宮筋Ill．子宮内膜症など］
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不妊症
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性成熟期 18歳～45歳

50 

更年期 45歳～55歳

直 こ尿失索］

奇喧霰症＿＿

芝宅：・エ衰唖化 ・g：：：汚：--— 70 

高齢期 55歳～

60 80 年齢

第 1子出産平均年齢は上がりましたが（昭和50年25.7歳→平成23年30.1歳）、女性の身体や卵巣の働

きは、年齢を重ねるごとに低下していくことは変わりません。

これからのライフバランスを考える上で、知つておくと良い情報が裏にあります。

発行元 ：Aし 富山県厚生部健康課 電話： 076-444-3226






